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　ジョブ型雇用への関心がかつてないほど盛り上がって
きている。ただ，我が国のあらゆる組織がメンバーシッ
プ型雇用で組み立てられ，しかも長きにわたって組織運
営の常識として浸透してきたので，一部の人の意識がち
ょっと高くなったくらいでは変えようがないというのが
今日までの歩みだった。では「ウチではどうせ無理だ」
と決め込んで自分が人事担当者の間はこの問題に触れず
にやり過ごせばいいとお考えだろうか？　案外，改革の
波はすぐそこまで来ていて，コロナ・ショックのような
世界同時発生的な不可抗力を契機に，あるとき社会構造
がガラリと変わる局面はありうる。大手企業がオフィス
半減を宣言し，出勤率を 3割以下にとどめるリモートワ
ークを推進し，あるいは人材採用の手法も社員研修の展
開法もこの 1年の間に想像できないほどの様変わりを目
の当たりにしてきた。メンバーシップ型からジョブ型へ
の人事制度の転換が現実課題に浮上して何も不思議はな
い。具体的には，職務と処遇の関係を合理的に整理する
アクションに他ならず，堆積した矛盾を一掃する改革の
好機と捉え直す経営判断もありうるだろう。ジョブ型人
事制度の特徴を理解したうえで，メンバーシップ型から
の移行工程の全体像を俯瞰し，取り組みの要点を把握す
るいいタイミングだと思われる。
 （編集部）
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